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本県においては，これまで教育現場が地域の実状に即して，主体的に教育計
画を立案するようにすすめ，これに対する指導助言を行ってきた。今でもとの
基本的態度において変りはない。ただ地域社会の主体性を強調するあまり，互
の間に連絡提携を欠いたり，地域独善主義に陥るの弊が生れるとするならば，
角をためて牛を殺すの悔いを操すことになる。地方教育委員会が設置され，続
いて町村合併が急速に進められつつある今日一也事2笑状に即した教育の計画
且，さらに竿頭一歩を進めるべき時期に到来していると信じて疑わない。この
機にのぞんで地域社会の実状をいかにしてとらえ，どのような教育的な角度で
地域教育計画を立案するかは重大な問題である。
本研究所はこうした情勢を見透し，昭和27年以来地域社会の実態をとらえる
手法の研究をつづけ，地域教育計画立案のための資料を集積してきたが，昭和
28年，教育長の命により県の立場で地域教育計画立案のための手引きとして，
地域の教育に取り組む「重点的なねらい」の設定に本格的にとりかかったc こ
のしごとは研究所員と指導主事との協同体制で進められ， このたびようやく研
究紀要第十一集として公刊する運びになった。
われわれはいかなる角度から地域の人々の幸福実現に立ち向うかは，地域教
育計画立案にあたり，もつとも基本的な問題であると信じてしい、る。そのために
は， 描主銭まDム-*昔力が:九し
会の動きの中においてとらえなければならなし、、。「重点的なねらい」はこの基
本的な問題にこたえるための試集として作られたものである。
教育の現場が地域の教育に取り組むに当り，あくまでも，この試案の主旨を
生かしP 各現場が主体的に地域教育計画を立案してほしいものである。その結
果，もし全県的に地域教育に取り組む構えが同ー方l首jを指向するようになれば
幸いである。そして全県的に教育が生き生きとその機能を発揮し，本県教育の
向上進展にわれわれの研究が少しでも貢献することができるようにのぞんでい
る。教育が人聞に生きる力を身につけさせる営みであるとするならば，地域の
問題に立ち向う生き生きとした教育の実践は，きっと民主的な人聞の形成にこ
たえ，民主社会の建設に貢献すでることを信じている。
なおこの紀要を公刊するにあたり，所員に専門的助言を与えてくださった人
々や，今日まで代表調査並に全体調査に，全面的に協力してくださった地域の
方々に，また教育現場の声を卒置に教えてくださった関係各位に心から感謝の
意を表したい。
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